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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2023 年 6 月 9 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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書店名・番線印

法政大学出版局　2023年7月24日配本　定価4180円（本体3800円＋税） 四六判上製・308頁
根川幸男 著 《サピエンティア 69》

移民船から世界をみる 航路体験をめぐる日本近代史 ISBN978-4-588-60369-3  C3321

★ 　航空機が身近になるまで、外国に行くには船に乗るしかなく、庶民にとって最も一般的な海外旅行は移民だった。数か月にわた
る船旅で、彼らはどのような体験をしたのか。はじめて見る異国の風景、感染症の発生や食事をめぐる暴動、船内学校や運動
会、赤道祭など、従来の移民研究からこぼれ落ちた移民船の体験について、航海日記や多くの資料を用い、その文明史的意味
を考察する。 【日本近代史・移民史】

☆関連書：フェリッペ・モッタ『移民が移民を考える』大阪大学出版会、稲吉晃『港町巡礼』吉田書店など。
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法政大学出版局　2023年7月24日配本　定価3300円（本体3000円＋税） 四六判上製・320頁＋口絵8頁
中村弘行 著 《ものと人間の文化史 190》

寒天  ISBN978-4-588-21901-6 C0320

★★　江戸時代の初めに発明された、食物繊維の王様「寒天」。誰もが知る食品としてのみならず、医療現場や各種製造業でも素材
として幅広く用いられている一方で、その歴史はほとんど知られていない。古代より伝わる心太（トコロテン）の歴史を皮切りに、
摂津、薩摩、信州、天城、岐阜における寒天産業の盛衰をつぶさにたどり、樺太での寒天をめぐる知られざる闘争までを描き出
す、本邦初の本格通史。 【食文化史】

☆関連書：宮下章『海藻』（小局刊）ほか。　　　　【別刷注文書あり】
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法政大学出版局　2023年8月10日配本　定価5500円（本体5000円＋税） 四六判上製・532頁
マンフレート・フリュッゲ 著／浅野 洋 訳 《叢書・ウニベルシタス 1157》

魂を失った都 ウィーン1938年  ISBN978-4-588-01157-3 C1322

★ 19世紀末～20世紀初頭、パリと並んで西洋の学芸の中心地であると同時に、反ユダヤ主義の温床ともなったウィーン。オース
トリア国家を自殺に追いやり、絶滅収容所体制へと直結したナチスドイツによる「合邦」はなぜ、いかに仕組まれ、国民から歓呼
で迎えられたのか。フロイトをはじめとする多数の思想家、芸術家そして政治家らの動向を詳細に跡づけ、この時代全体をパノ
ラマで描ききった歴史ドラマ。 【歴史】

☆関連書：クリークレーダー『オーストリア文学の社会史』、前田佳一編『モルブス・アウストリアクス』（小局刊）。
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法政大学出版局　2023年8月8日配本　定価4400円（本体4000円＋税） 四六判上製・368頁
大熊昭信 著 

カオズモポリタン文学への招待（仮） 世俗的リアリズムと生存の美学 ISBN978-4-588-46022-7 C1098

国家や宗教、言語や民族の壁を超え、移民・難民・性的少数者の経験のみならず、「私民」かつ市民としての声を地球上のさま
ざまな地域で響かせはじめた現代最先端の世界文学。進行する資本主義の支配に対抗し、喪われたアイデンティティの場こそ
を故郷として、逞しくこの世を生き抜く美学的・政治的・世俗的なリアリズムを、100点を優に超える「カオズモポリタン」な作品
群に読み解く未踏の文学論！ 【文芸評論】

☆関連書：大熊昭信『存在感をめぐる冒険』、川村湊『架橋としての文学』（小局刊）。
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法政大学出版局　2023年7月7日配本　定価2200円（本体2000円＋税） 四六判上製・176頁
C.H.ブルックス、エミール・クーエ 著／河野 徹 訳 

自己暗示 〈新版〉  ISBN978-4-588-18217-4 C0011

★★ フランスの薬剤師エミール・クーエが開発し、ブルックスが祖述した誘導自己暗示法のバイブル。クーエの没後80年余を経て、
今なお圧倒的な支持を得ている「潜在意識へインプットする」ためのプログラム。クーエやその助手による驚くべき治療成果を
紹介するとともに、自分一人での実践方法をも示した本書は、言語と身体の関係を明らかにして、細胞病理学説から出発した近
代医学（分析的医学）の欠落を補う。 【心理学】

☆関連書：
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